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研究成果の概要（和文）：本研究は，日本の数学教育における生徒の価値観の形成に及ぼす教師の影響を明らか
にすることを目的とし，北海道，秋田，埼玉，東京，宮崎において，質問紙調査や授業分析，インタビュー調査
を実施し，収集データの分析方法として，対応分析や発話記録を用いた刺激再生法などを援用した。
その結果，一人の教師が担当する生徒集団における価値観やその変容過程の多様性を捉えることができた。例え
ば，ある教師の生徒集団では，努力や心地よさを安定的に重視し，努力がさらに重視され，他者の解説は重視さ
れなくなる生徒群，他者の解説を安定的に重視する生徒群，結果や他者の解説，想起を安定的に重視する生徒群
などを導出することができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the influence of teachers on the 
development of students' valuing in mathematics education in Japan. Questionnaire surveys, lesson 
analyses, and interviews were conducted in Hokkaido, Akita, Saitama, Tokyo, and Miyazaki, and the 
collected data were analyzed by correspondence analysis and stimulated recall method using 
recordings of lesson conversation as the analysis method.
As a result, we were able to capture a part of the diversity of students’ valuing and their 
development process in each teacher's student group. For example, in a teacher's student group, we 
were able to derive a sub-group of students who stably value Effort and Comfort, further value 
Effort and less value Exposition, a sub-group of students who stably value Exposition, a sub-group 
of students who stably value Product, Exposition, and Recalling, and so on.

研究分野：数学教育

キーワード： 数学教育における価値観　生徒の価値観形成に対する数学教師の影響　国際比較調査「第三の波」　質
問紙WIFI too　生徒の価値観の多様性

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本の数学教育における生徒の実態として認知的側面と情意的側面の乖離が指摘されており，日本の数学教育の
特徴的な課題として長年認識されてきた。一方，近年の数学教育研究では，個人の意思決定や行動に影響を与
え，認知的側面と情意的側面を架橋するものとして価値観が注目を集めるようになってきた。
本研究で日本の生徒の価値観の実態やその形成過程，そしてそこに及ぼす教師の影響の一端を明らかにしたこと
は，生徒の認知的側面と情意的側面の乖離の解消や，今後益々価値観が多様化する現代社会で数学に対する生徒
の認識を深化・変革させ，数学を学ぼうとする態度やそうした社会で生きる力を育む教科指導への示唆を与えて
くれると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
我が国では，子どもたちの生きる力の育成をより一層重視する観点から，学力の三要素が学校
教育法 30条 2項に示された。また，学習指導要領では，これからの知識基盤社会という時代に
必要な資質･能力として，知識・技能，思考力・判断力・表現力等，学びに向かう力・人間性等
の三つの柱が明確化され，各教科の特質に応じた見方･考え方が重視されることとなった。こう
した動向は，育成すべき資質･能力の捉え方が，知識･技能などの認知的側面に偏重したものから，
情意的側面や他者との協働性なども含む，より包括的な捉え方へと移行したことを意味する。 
その一方で，数学学習に関する我が国の生徒の実態としては，例えば，TIMSSや PISAの結
果からも分かるように，認知的側面では高い能力を有している反面，数学に対する興味･関心や
有用感，自己肯定感や自信の低さのように，情意的側面において望ましい実態とはいえない状況
にある。こうした認知的側面と情意的側面の乖離は，日本の数学教育の特徴的な課題として長年
認識されてきたものの，いまだ十分に克服できていない。 
近年の数学教育研究では，安定的な動機的特性の要素として価値観を捉え，人間の深層心理に
位置づき，個人の意思決定や行動に影響を与え，認知的側面と情意的側面を架橋するものとして
注目を集めるようになってきた。数学教育研究の国際学術雑誌 ZDM Mathematics Education
でも 2012年に特集が組まれるなど，国際的にも数学教師や生徒の価値観に着目した研究が取り
組まれるようになってきた。 
その代表的研究として，日本を含む 11の国と地域が参加する国際比較調査「第三の波」（研究
代表：Wee Tiong Seah，Ngai Ying Wong）がある。この国際比較調査は，認知的側面，情意的
側面に続く，第三の研究アプローチとして価値観に焦点を当て，それぞれの国や地域の数学教育
において教師と生徒が共有する価値観やその形成過程（社会文化的文脈や教室での社会的相互
作用など）を明らかにし，国際比較を通してその共通性や独自性を導出することを目指している。
これまで授業分析や質問紙調査を通して，各国･地域の数学教師や生徒が有する数学学習に対す
る価値観の実態を明らかにしてきた。 

2017年から開始された「第三の波」の新たな調査では，各国･地域の数学教師が，質の高い学
習にむけて多様な価値観を授業でどのように取り扱っているかを明らかにすることが目指され
た。そのために，教師と生徒の価値観比較にむけた質問紙“What I Find Important (in 
mathematics learning) too”（WIFI too）が開発され，質問紙調査，授業分析，インタビュー調
査の実施と，収集データの国際比較分析が行われることとなった。この調査を通して，日本の生
徒が有する価値観の形成過程と，それに対する数学教師の影響を明らかにできると考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，日本の数学教育における生徒の価値観の形成に及ぼす教師の影響を明らか
にすることである。 
これまでの日本の数学教育研究における価値観の捉え方は，教材の数学的価値や情意の一部
としての個人的価値観に限定されていた。本研究の特色は，認知的側面と情意的側面を架橋する
ものとして価値観を位置づける点にある。それにより，長年課題とされてきた，認知的側面と情
意的側面の関係づけやそのための研究方法の確立が可能となる。また，本研究を国際比較調査の
一環として取り組むことで，他の国･地域との比較が可能となり，日本独自の社会文化的文脈を
考慮しながら，生徒の価値観形成の特徴を顕在化できると考えた。 
本研究では，上記の目的を達成するために，日本の地域区分で代表的な七地方区分に着目し，
それぞれの地方区分から研究対象地域を選定した。研究協力者の確保も考慮した結果，北海道，
秋田，埼玉，東京，大阪，広島，宮崎の７都道府県を研究対象地域として選定した。 
この研究対象地域において，本研究では，以下の研究課題に取り組むこととした。 
① 数学教師と彼らが担当する生徒を対象とした質問紙調査を実施し，生徒と教師の価値
観の関係の特徴を明らかにする。 

② 個別の数学授業に対する授業ビデオ分析やインタビュー調査を実施し，生徒の価値観
の形成過程や，それに及ぼす教師の影響を明らかにする。 

③ 国際比較分析を通して，日本の数学教育における生徒の価値観の形成や，それに対す
る教師の影響の特徴を明らかにする。 

 
３．研究の方法 
研究課題①では，各研究対象地域において，優れた授業実践を行う中学校数学教師を２～３名
選定し，選定した教師と彼らが数学授業を担当する学級の生徒を対象とした質問紙調査を実施
する。この調査で用いる質問紙WIFI tooは，数学学習の有用性や必要性，数学学習において重
要と思うこと等に関する選択式質問群と，これまでの数学授業における生徒と教師が重要と思
うことやそれらの違いに関する自由記述式質問群で構成されている。まず，選択式質問群への回
答を統計的手法で，自由記述式質問群への回答を質的データ分析法でそれぞれ分析し，一人の教
師が担当する生徒集団が有する価値観の特徴を明らかにする。次に，各教師の有する価値観を質



問紙の回答から分析し，担当する生徒集団の価値観との関係の特徴を明らかにする。 
研究課題②では，研究課題①で特徴的な関係を見いだすことのできた教師とその担当学級の
生徒を対象に，彼らが参加する数学授業の授業ビデオ分析や，授業ビデオを用いた刺激再生法に
よるインタビュー調査を行う。授業ビデオ分析では，教師の発話とそれに対する生徒の反応とい
った，教室での社会的相互作用を分析し，生徒の数学学習に対する価値観の形成過程や，それに
対する教師の影響を明らかにする。また，インタビュー調査では，当事者である教師や生徒に授
業ビデオを提示しながら，数学授業における当事者たちの価値観に関する半構造化インタビュ
ーを行い，価値観形成の要因を明らかにする。 
研究課題③では，①や②の結果を用いて，「第三の波」全体としての国際比較分析を行ない，
それぞれの国や地域の数学教育において教師と生徒が共有する価値観やその形成過程，数学教
師の影響に関する共通性や独自性を導出する。こうした国際比較分析をとおして，日本の数学教
育における生徒の価値観の形成過程や教師の影響の特徴を明らかにする。 
 
４．研究成果 
本研究の成果は次のとおりである。 
まず，研究課題①に関しては，宮崎の分析結果として，3事例（3校，教師 3名，生徒 270 名）
それぞれの教師と生徒の価値観の関係の特徴や，数学授業における価値観の形成過程の特徴を
明らかにした。3 事例に共通する特徴として，数学教育的価値観の下位次元のうち，「他者の解
説」は教師から生徒へ引き継がれるが，「才能」，「厳しさ」，「数学世界における事実」，「現実世
界での使用」，「創造」は教師にも生徒にも受け入れられなかったことや，価値観の形成過程パタ
ーンとして，生徒の価値観が形成される 3パターン（「教師重視－生徒は教師重視と認識－生徒
重視」，「教師重視せず－生徒は教師重視と認識－生徒重視」，「教師重視－生徒は教師重視と認識
せず－生徒重視」）と，形成されない 3パターン（「教師重視せず－生徒は教師重視と認識せず－
生徒重視せず」，「教師重視せず－生徒は教師重視と認識－生徒重視せず」，「教師重視－生徒は教
師重視と認識せず－生徒重視せず」）を導出した。 
次に，研究課題②に関しては，質問紙調査で明らかとなった生徒と教師の価値観の関係のさら
なる解明にむけて，北海道，秋田，埼玉，東京，宮崎において，質問紙調査や授業分析，インタ
ビュー調査を実施し，収集データの分析方法として，対応分析や発話記録を用いた刺激再生法を
援用した。その結果，一人の教師が担当する生徒集団における価値観やその変容過程の多様性を
捉えることができた。例えば，ある教師の生徒集団では，努力や心地よさを安定的に重視し，努
力がさらに重視され，他者の解説は重視されなくなる生徒群，他者の解説を安定的に重視する生
徒群，結果や他者の解説，想起を安定的に重視する生徒群，知識の適用を中心に結果や想起，過
程も安定的に重視する生徒群を見出すことができた。別の教師の生徒集団では，心地よい人間関
係と他者の解説を安定的に重視し，努力を重視しなくなる生徒群，快適な環境としての心地よさ
を安定的に重視する生徒群，努力を安定的に重視する生徒群，結果と他者の解説を安定的に重視
する生徒群，過程と努力を安定的に重視する生徒群を確認できた。 
今後の課題としては，まず，研究課題②の生徒の価値観の形成過程における教師の影響の導出
がある。現在，そのためのデータ分析を進めており，その結果を発表する予定である。また，課
題研究③の国際比較による日本の特徴の導出についても，海外チームとの調整が難航し，十分検
討できていない。早急に海外チームとの調整を行い，国際比較を行うこととする。 
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